
 
 
 
 

幼児教育実践におけるカリキュラム・マネジメントは 
本当に P D C A なのか？    
東京⼤学の浅井幸⼦先⽣、教職⼤学院⽣である⾼校・中学校 
の先⽣⽅や他園の先⽣⽅と協働して探究しました。 
 
 
 
 

2021 年 8 ⽉ 2 ⽇ 拡⼤園内研修 午後の部 
幼児教育におけるカリキュラム・マネジメント 

ー学び続ける専⾨家コミュニティを構築す
るー」 

 

教育実践においてカリキュラム・マネジメントの重要性について⾔及されるよう
になって数年経つけれど、実践の営みで感じて実際にカリキュラムを編成してい
る営みは P D C A とは異なるのではないか？ 
本園のこれまでの研究を振り返り、 
幼⼩⼀貫したコンピテンシーベースのカリキュラムデザインに⾄るまでの経緯
と、そこには⼦どもの遊びや育ちをみとる教師のまなざしの意識化や本園の「⼦ど
もスタートの教育」哲学の明⽂化があったことを踏まえ、 
浅井先⽣から歴史や海外の保育から⾒た⽇本の保育のこれからや 
保育の営みはどのように表現できるのかというお話をお聞きしました。 
その後、「学び続ける専⾨家コミュニティを構築」すべく、異質な他者と対話を重
ねる中で、教育の本質には幼児教育の考え⽅が繋がっていることや、教育とは⼦ど
もと対象との関係性の中で捉えていくということの重要性が実感できました。 

 


